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（一財）移動無線センター／沖電気工業（株）／海上保安庁／気象庁／気象庁気象研究所／警察庁／ KDDI（株）／国土交通省／国立研究開発

法人情報通信研究機構／（一財）全国地域情報化推進協会／（一社）全国陸上無線協会／総務省／総務省消防庁／総務省消防庁消防大学校 

消防研究センター／ダイヤモンドエアサービス（株）／（一社）電波産業会／東京都 ／（株）東芝／内閣官房／内閣府／新潟県防災局／日

本アンテナ（株）／日本電気（株）／日本放送協会／（株）日立国際電気／（株）富士通／富士通 Japan（株）／（一財）保安通信協会／防

衛省／三菱電機（株）／文部科学省　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50 音順、敬称略（2021 年 10 月現在）

参加会員（法人）

地震、竜巻、津波などの甚大な被害をもたらす自然災害が頻発し、

これらによる被害を予測・軽減するための通信技術分野やセンシン

グ技術分野における新しいテクノロジーへの要求と、それらを効果

的に活用することにより安心・安全な社会を実現していくことが強

く求められている中、産学官の幅広い関係者を結集し、災害情報通

信システムの研究開発・実証実験・標準化等を戦略的に推進し、安心・

安全なユビキタスネット社会を実現するための研究開発推進母体と

して、平成１９年６月２６日に設立いたしました。
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安心・安全 ICT 技術の発展・普及を加速推進するために

  
                

センシング技術部会
部会長：高橋 暢宏（名古屋大学）

 

企画部会
部会長：熊谷 博（電波技術協会）

通信技術部会
部会長：山尾 泰（電気通信大学）

 

   
                  

災害・環境監視技術検討会

主査：横田 崇（愛知工業大学）

火山礫・火山灰・噴煙の監視・予測

PM2.5・花粉等の監視・予測

センサー利用ＷＧ

主査：浦塚 清峰
（情報通信研究機構）

合成開口レーダ

  

海上ブイＷＧ

主査：加藤 照之（大正大学）

津波早期警戒システム

 
　　　　　  防災・減災通信技術WG

主査：山尾 泰（電気通信大学）

情報通信の耐災害性強化

衛星通信技術WG

主査：梅比良 正弘（茨城大学）

衛星通信技術

運営委員会
委員長：柴崎 亮介（東京大学）

事務局

国立研究開発法人情報通信研究機構 (NICT)

総      会
○会　長：松島 裕一
　　　　　　（早稲田大学）

○副会長：柴崎 亮介
　　　　　　（東京大学）

○副会長：門脇 直人
　　　　　　（情報通信研究機構）

先端センシングＷＧ

主査：牛尾 知雄（大阪大学）

非破壊センシング

フェーズドアレイレーダ

顧　問

○小川 雄二郎（アジア防災センター）

○齊藤 忠夫（ＩＣＴ－ＩＳＡＣ）

次世代安心・安全ＩＣＴフォー
ラム主催の講演会など

推進体制


